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１
月
24
日
、
新
屋
の
渡
邊
幸
四
郎
邸(

旧
勝
平
酒
造)

で
行
わ
れ
た｢
あ
っ
た
か
ち
ゃ
ぷ｣→

10
ペ
ー
ジ
を
見
て
ネ

＊ごみ減量目標について、詳しくは13ページをご覧ください。

(H27年４月～H28年１月の排出量累計から算出)

H28年１月の１人１日当たりの
家庭系ごみ排出量(資源化物を除く) 531

H37年度までのごみ減量目標 480

㌘

㌘環境都市推進課☎(863)6632

480531

市民の生活情報誌
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も く じ

けん玉に挑戦するも、苦
戦する平成生まれの面々。
昭和世代にアドバイスをも
らい｢やっとできたぁ!!｣。
あやとりに双六

すごろく

、昔ながら
の遊びを通して、旧家の中
に笑顔があふれました。

表紙のはなし♪

３ こころに、学
まなび

舎
や

｢種平小学校｣

12 平成26年度秋田市の決算
家庭ごみ処理手数料の使い道　　　

おしらせトップ

20 シリーズ｢新庁舎カミングスーン③｣

10 井戸端市民通信
…御所野学院で百人一首大会／
新屋で〝あったかちゃぷ〟／広報クイズ

16 情報チャンネルa
…工芸品まつり／｢2240歳スタイル｣展／
千秋美術館企画展／秋田長生大学
講座／催し／案内／健康

４  被災地派遣
職員からの
メッセージ

６ 市役所からのお知らせ
…避難所情報をアプリで配信／
｢Web
ウ ェ ブ

119｣始まる／粗大ごみは専用☎／
マイナンバー通知カードの受け取り／
児童厚生員募集／各種手当ての届け出／
アンダー35正社員化促進事業　ほか

秋田市の新たな魅力の発見やイメージアップにつなげ
るために実施した、｢秋田市プロモーションビデオコンテ
スト2015｣の入賞作品をホームページで配信中です。
また、民放テレビ局で放映している市政番組でも随時

紹介しています。各作品とも、魅力がギュッとつまった
３分間。お楽しみに～！
問い合わせu広報広聴課視聴覚広報担当☎(866)2034
ホームページuhttp://www.city.akita.akita.jp/city/pl/pb/

最優秀賞｢あきたしシーケンズ｣

市
政
広
報
テ
レ
ビ
番
組

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
募
集

はがき、電話、FAX、Eメールのいずれかで、住所、氏名、

電話番号、Eメールアドレスを４月８日(金)(必着)までにお

知らせください。〒010-8560 秋田市広報広聴課

☎(866)2034、FAX(866)2287　
Eメール ro-plpb@city.akita.akita.jp

申し込み

広報広聴課で制作している市政広報テレビ番組で、秋

田市のホットな情報をさわやかにお茶の間に伝えてくれ

る市民リポーターを募集します。

リポートする内容は、市政に関するお知らせや一押し

スポット、イベント情報など。出演は年度内１～３回の

予定で、撮影場所への送迎も行います。また、報酬に代

えて、記念に出演番組をDVDにして差し上げます。定員

は15人程度(面接による選考)。ぜひご応募ください！

市政番組の放映日程などは、17ページに掲載しています

★★★

秋田市の
魅力を
ギュッと配信中！

宮城県石巻市

15 育児コーナー

２



じ
っ
く
り
学
び
育
ん
だ
郷
土
愛

貴
重
な
体
験
は
大
切
な
宝
物

雄
和
種
沢
字
戸
草
沢
209
番
地

種
平
小
学
校

３月で閉校する雄和の小学校を紹介。４回シリーズの最終回！

旧
校
舎(

昭
和
40
年
代)

…
平
成
28
年
１
月
現
在
の
在
校
生
は
16
人
。

う
ち
最
後
の
卒
業
生
は
３
人
で
す
。

ま な び や

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
雄
物
川
と
高
尾

山
の
両
方
が
眺
め
ら
れ
る
種
平
小
の
歴
史

は
、
明
治
７
年
に
創
立
さ
れ
た｢

平
尾
鳥
小

学
校｣

が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
学
校
の

合
併
や
分
校
の
設
置･

廃
止
な
ど
を
経
て
、

昭
和
34
年
に
今
の
学
区
に
な
り
ま
し
た
。

種
平
小
は
、
児
童
数
が
雄
和
で
一
番
少
な

い
学
校
で
す
が
、
そ
れ
を
活
か
し
て
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
軽
い
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
全
校
児
童
に
よ

る
総
合
の
学
習
で
は
、
雄
和
で
身
近
な｢

雄
物

川｣｢
り
ん
ご｣｢

施
設｣

の
テ
ー
マ
か
ら
毎
年
１

つ
選
び
、
そ
れ
ら
に
ち
な
ん
だ
体
験
学
習
な

一
朝
明
け
の
水
影
き
よ
く

静
か
に
雄
物
流
れ
る
ほ
と
り

つ
ら
な
る
山
に
見
守
ら
れ

や
さ
し
く
つ
よ
く
育
つ
わ
れ
ら

雨
に
も
雪
に
も
す
こ
や
か
に

日
本
の
栄
え
に
な
い
つ
つ

か
が
や
く
種
平
わ
れ
ら
が
母
校

二
鳥
海
の
そ
び
え
る
姿

学
び
の
道
に
朝
夕
な
が
め

稲
田
の
風
に
父
母
の

ま
ご
こ
ろ
思
い
励
む
わ
れ
ら

ひ
と
み
も
あ
か
る
く
は
つ
ら
つ
と

ゆ
く
て
の
希
望
語
り
つ
つ

の
び
ゆ
く
種
平
わ
れ
ら
が
母
校

作
詞:

竹
内
瑛
二
郎
　

作
曲:

佐
藤
長
太
郎

校
歌

ふれあいPTAで肩たたき

笑顔の
思い出♪

＼(^O^)／

ど
を
行
い
、
じ
っ
く
り
触
れ
、
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
郷
土
愛
を
育
み
ま
し
た
。

ま
た
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る

地
元
老
人
ク
ラ
ブ
と
の｢

ふ
れ
あ
い
Ｐ
Ｔ
Ａ｣

で
は
、
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
か
ら
花
壇
や

畑
作
り
を
学
ん
だ
り
、
一
緒
に
ク
イ
ズ
や
ゲ

ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
毎
回
笑
顔
の
絶
え

な
い
素
敵
な
時
間
を
共
有
し
て
き
ま
し
た
。

小
さ
い
学
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
地
域
と

密
着
し
た
交
流
一
つ
一
つ
が
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
大
切
な
〝
宝
物
〞
。
こ
の
た
く

さ
ん
の
貴
重
な
体
験
を
糧
に
、
新
し
い
学
校

で
も
、
み
ん
な
元
気
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
く
れ
る
は
ず
。
期
待
し
ま
し
ょ
う
！

全校児童でダンス♪ おとな顔負けのレベルの高さ！

みんなで キメポーズ

雄物川をカヌーでGO！

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
犠
牲
者
の

鎮
魂
と
、
被
災
地
の
早
期
復
興
を
願

う｢

東
北
六
魂
祭｣

が
、
６
月
25
日

(土)･

26
日
(日)
に
、
青
森
市
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
！

昨
年
、
秋
田
市
で
行
わ
れ
、
26
万

人
を
集
客
し
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
今

年
も
ぜ
ひ
会
場
で
、〝
東
北
の
元
気
〞

を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
決

ま
り
次
第
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
信
さ
れ
ま
す
。

観
光
物
産
課
☎(

８
６
６)

２
１
１
２

市政トピックス

１月29日、青森市｢ねぶたの家ワ･ラッセ｣

で行われた６市長による記者会見の様子。

今年は、東北地方の災いを跳ね飛ばし、さ

らなる跳躍を願い、｢跳｣(はねる)が一文字

テーマに決まりました

東
北
六
魂
祭

６
月
25
日
(土)･

26
日
(日)

青
森
市
で
開
催
！

東
北
六
魂
祭
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ro
kko
n.jp/

広報あきた　平成28年２月19日号３



私
は｢

防
災
集
団
移
転
促
進

事
業｣

を
推
進
す
る
部
署
で
、

移
転
先
の
宅
地
造
成
と
水
道

施
設
に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市

内
の
半
島
部
で
造
成
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
お
お
む

ね
平
成
29
年
度
内
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
４
月
か
ら
３
年
目
の
勤
務
と
な
り
、
計
画

か
ら
設
計･

施
工
へ
と
移
り
変
わ
る
石
巻
の
街
並
み
を

見
続
け
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
再
現
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
部
分(

命
、
思
い
出
、
繋
が
り
な
ど)

の
重
み
を
痛

感
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
傷
を
負
っ
た
こ
の
街
は
、
優
し
さ

で
溢
れ
て
い
ま
す
。
辛
い
経
験
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ

そ
身
に
付
い
た
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
思
い
に

支
え
ら
れ
、
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
務
め
る
こ
と
が
で
き

た
事
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
３
月
末
で
秋
田
市
に
帰
任
し
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
思
い
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
秋
田
の
地
よ
り
引
き
続
き
支
援
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
石
巻
市
の
被
災
状
況
…
死
者
３
千
178
人
、
行
方
不
明

者
422
人(

平
成
27
年
12
月
10
日
現
在)

、
被
災
住
家
数
は

全
住
家
数
の
76･

６
％
に
も
上
り
ま
し
た
。
現
在
、
石

巻
市
震
災
復
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
整
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
お
も
な
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
道
路

41
％
、
海
岸
対
策(

防
潮
堤)

31
％
、
下
水
道
18
％
、
防

災
集
団
移
転
促
進
13
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石巻市メモ…人口約149,000人、仙
台市に次ぐ人口規模を誇る宮城第二の

都市です。古くから、水運交通、漁業

のまちとして栄え、現在も自然の恵み

豊かな食の宝庫として有名です。

宮
城
県
石
巻
市

復
興
事
業
部

集
団
移
転
推
進
課

派遣先 碓う
す

田だ

将
由

あ
き
よ
し(

土
木
技
師)

右
が
碓
田
さ
ん

震
災
時
の
市
街
地

沿岸に建てられた津波避難タワー

復興まちづくり情報交流館中央館

日
ひ

和
より

山
やま

公園からのぞむ、旧北上
川沿いの石巻市街地(１月31日
撮影)。沿岸部では、災害に強い
まちづくりが進められています

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
、
早
期
復

旧
を
支
援
す
る
た
め
秋
田
市
か
ら
多
く
の
職
員
が
被
災
地
に
赴
き
ま

し
た
。
併
せ
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
毎
年
、
地
元
自
治
体
の
要
請
に

応
え
る
か
た
ち
で
、
職
員
の
長
期
派
遣
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
宮
城
県
の
石
巻
市
や
岩
沼
市
な
ど
で
５
人
が
復

興
事
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
震
災
か
ら
５
年
。
被
災
地
復
興

の
〝
い
ま
〞
を
派
遣
職
員
に
リ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

(石巻市ホームページから抜粋)

４



た
で
す
が
、
日
々
の
業
務
の
中
で
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
震
災
当
時
の
話
を
聞
け
て
、
ま
た
長
期
化
す
る
復
興

支
援
の
あ
り
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
の
経
験

を
、
少
し
で
も
秋
田
市
に
還
元
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
田
で
は
中
々
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
冬
晴
れ
の
空

の
下
、
帰
任
ま
で
残
り
一
ヶ
月
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
復
興

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
名
の
と
お
り
、
岩
沼
の
一
日
も

早
い
復
興
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

５
月
28
日
(土)
に
は
、
岩
沼
市
長
谷
釜
地
区
で｢

千
年

希
望
の
丘
植
樹
祭｣

が
行
わ
れ
ま
す
。
震
災
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
岩
沼
市
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
被
災
地
の
今
を
感
じ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

岩
沼
市
に
着
任
し
て
間
も
な
く
、
津
波
の
被
害
に
あ

っ
た
沿
岸
部
を
視
察
し
、
以
前
の
姿
が
イ
メ
ー
ジ
で
き

な
い
程
何
も
な
く
な
っ
た
景
色
を
見
て
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
震
災
か
ら
５
年
、
岩
沼
市
は｢

復
興
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー｣

と
言
わ
れ
て
お
り
、
昨
夏
に
は
津
波
被
害
の

あ
っ
た
地
区
が
集
団
移
転
し
た｢

玉
浦
西
地
区｣

で
の
街

開
き
が
行
わ
れ
、
仮
設
住
宅
も
今
春
に
は
完
全
閉
鎖
と

復
興
は
確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

保
健
師
と
し
て
岩
沼
に
来
て
、
一
人
の
保
健
師
が
抱

え
て
い
る
業
務
が
多
岐
に
わ
た
り
、
午
前
は
成
人
の
保

健
指
導
、
午
後
は
乳
幼
児
健
診
、
時
間
を
見
つ
け
て
家

庭
訪
問
と
、
毎
日
が
め
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。
直
接
的
な
復
興
業
務
に
携
わ
る
こ
と
は
少
な
か
っ

■
岩
沼
市
の
被
災
状
況
…
被
災
し
た
沿
岸
市
町
村
の
中

で
も
最
大
割
合
の
市
域
48
％
が
浸
水
。
死
者
186
人
、

家
屋
被
害
は
５
千
428
戸
に
及
び
ま
し
た
。
現
在
、
岩

沼
市
震
災
復
興
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
お
も
な
事
業
の
進
捗
状
況

は
、
防
潮
堤
整
備
98
％
、
市
道
沿
線
盛
土
等
72
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

千年希望の丘…津波の力を減衰させ
る津波よけとして、岩沼市沿岸部に

整備され、毎年植樹祭を行っていま

す(上の写真は昨年の様子)。詳しく

はパソコンなどで、｢千年希望の丘

岩沼市｣と検索してください

岩沼市メモ…人口約44,000人、仙
台市の南約18kmに位置します。仙

台空港が所在するなど、交通の要

衝となっていることから、臨空工

業地帯として発展してきました。

宮
城
県
岩
沼
市

健
康
福
祉
部

健
康
増
進
課

派遣先 久
世

く

せ

智
美(

保
健
師)

震災時の仙台空港周辺

玉浦西地区

整備された防潮堤

久世さん(前列左から２人目)と
職場のみなさん

石巻市街地にある標柱

被
災
地
で
は
、
復
興
に
向
け
道
路
や
住
宅
な
ど
の
整
備
が
進

む
一
方
、
今
な
お
、
仮
設
住
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
か
た
や
他

市
町
村
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
か
た
が
い
ま
す
。

５
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
い
ま
、
改
め
て
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
同
時
に
、
あ
の
日
の
悲
し

み
、
あ
の
日
の
思
い
を
風
化
さ
せ
ず
に
、
早
期
復
興
へ
の
願
い

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

＊岩沼市の写真は岩沼市役所からの提供です。

東日本大震災被災地への秋田市職員の派遣概要

震災発生時から、平成27年度末までに延べ510人

を派遣しました。長期(おおむね１年)派遣は、平成

23年度から継続しており、平成27年度は勤務地とし

て、宮城県石巻市･気仙沼市･岩沼市･松島町へ５人を

派遣。集団移転に関わる業務や用地買収のほか、保

健福祉や窓口などの一般業務にも携わっています。

来年度も、被災自治体からの要請に応え、職員派

遣を実施する予定です。

広報あきた　平成28年２月19日号５



１
月
21
日
、
秋
田
市
と
フ
ァ
ー
ス
ト

メ
デ
ィ
ア
(株)(

東
京
都)

が
、｢

避
難
所
等

情
報
提
供
に
関
す
る
協
定｣

を
締
結
し

ま
し
た
。

協
定
で
は
、
市
が
保
有
す
る
市
内
の

避
難
所
な
ど
の
情
報
を
フ
ァ
ー
ス
ト
メ

デ
ィ
ア
(株)
に
提
供
し
、
こ
の
情
報
を
、

同
社
が
運
営
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
向
け
配
信
サ
ー
ビ
ス

の
無
料
ア
プ
リ｢

全
国
避
難
所
ガ
イ
ド｣

上
に
掲
載
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い

ま
す
。
防
災
安
全
対
策
課

☎(

８
６
６)

２
０
２
１

｢

全
国
避
難
所
ガ
イ
ド｣

ア
プ
リ
を
使
う
と
、
現
在

地
周
辺
の
避
難
所
検
索
や

避
難
所
へ
の
行
き
方
な
ど

が
、
よ
り
簡
単
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
は
、
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
左
記
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ど
う
ぞ
。

h
ttp
://w
w
w
.h
in
an
jyo
.jp

＊
ア
プ
リ
の
使
用
は
無
料
で
す
が
、
ア

プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
情
報
受
信

時
な
ど
の
通
信
費
は
、
登
録
者
の
負

担
に
な
り
ま
す
。

｢

Ｗ
ｅ
ｂ

ウ

ェ

ブ

119｣

は
、
携
帯
電
話
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
能
を
利
用
し
、
簡

単
な
操
作
で
119
番
通
報
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

４
月
１
日
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に

あ
た
り
、
聴
覚
や
言
語
に
障
が
い
の
あ

る
か
た
を
対
象
に
、
シ
ス
テ
ム
の
内
容

や
登
録
方
法
の
事
前
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
っ
て
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

な
お
、
18
歳
未
満
の
か
た
が
シ
ス
テ

ム
に
登
録
す
る
場
合
は
、
保
護
者
の
申

請
が
必
要
で
す
。

事
前
説
明
会
▼

２
月
28
日
(日)
午
前
10
時

〜
正
午
、
土
崎
消
防
署
２
階
講
堂
で

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
指
令
課

☎(

８
２
３)

４
２
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
２
３)

７
２
１
４

遭
難
し
た
登
山
者
の
早
期
把
握･

安

否
確
認
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
登
山
す

る
際
は
事
前
に
最
寄
り
の
警
察
署
な
ど

へ
登
山
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

県
内
に
お
け
る
登
山
届
は
、
秋
田
県

警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
秋
田
県
防
災
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
電
子
申
請
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

▼

秋
田
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.p
o
lice.p

ref.akita.jp
/

ken
kei/in

d
ex.h

tm
l

▼

秋
田
県
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

h
ttp
://w
w
w
.b
o
u
sai-akita.jp

/

●
問
い
合
わ
せ
　
防
災
安
全
対
策
課

☎(

８
６
６)

２
０
２
１

引
っ
越
し
な
ど
で
出
る
粗
大
ご
み

(

一
辺
の
長
さ
が
50
㌢
を
超
え
る
も
の)

は
、
粗
大
ご
み
専
用
受
付
に
よ
る
戸
別

収
集
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

☎(

８
３
９)

２
０
０
２(

平
日
午
前
９
時

〜
午
後
４
時)

◆
粗
大
ご
み
の
出
し
方

①
事
前
に
粗
大
ご
み
の
品
目
と
大
き
さ

を
確
認
し
右
記
へ
電
話
す
る
と
、
手

数
料
と
収
集
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

②
お
近
く
の
証
紙
販
売
所
か
ら
手
数
料

分
の
証
紙
を
購
入
し
、
粗
大
ご
み
に

貼
り
ま
す

③
収
集
日
の
朝
９
時
ま
で
に
、
玄
関
先

な
ど
指
定
さ
れ
た
場
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
６
３)

６
６
３
２

平
成
28
年
度
に
市
民
が
自
主
的
に
行

う
文
化
事
業
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

個
人･

団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
文
化
振
興
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

お
も
な
助
成
対
象
事
業

・
芸
術･

学
術
に
関
す
る
公
演
や
講
演
会

・
広
く
市
民
が
活
用
で
き
る
、
秋
田
市

に
関
す
る
研
究
成
果
な
ど
の
刊
行
　

・
国
民
文
化
祭
の
成
果
の
継
承
を
目
的

と
し
た
事
業

申
請
期
限

３
月
11
日
(金)

●
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
室
☎(

８
６
６)

２
２
４
６

市役所からの
お知らせ

１

●文中｢SC｣はサービスセンターの略です。

＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田市
ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

芸げ
い

術じ
ゅ
つ･

学が
く

術じ
ゅ
つ

な
ど
の

文ぶ
ん

化か

事じ

業ぎ
ょ
う

に
助じ

ょ

成せ
い

し
ま
す

粗そ

大だ
い

ご
み
の
収し

ゅ
う

集し
ゅ
う

は
専せ

ん

用よ
う

☎(
８
３
９)

２
０
０
２
へ

ファーストメディア㈱の山﨑
佳一社長(左)と穂積市長(１月

21日の協定締結式で)

避ひ

難
所

な
ん
じ
ょ

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
ス
マ
ホ
の

ア
プ
リ
で
よ
り
早は

や

く

事じ

前ぜ
ん

に
最も

寄よ

り
の
警
察
署

け
い
さ
つ
し
ょ

へ

登と

山ざ
ん

届と
ど
け

を
出だ

し
ま
し
ょ
う

４
月
開
始｢

Ｗ
ｅ
ｂ

ウ

ェ

ブ

119｣

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
説
明
会

聴
覚

ち
ょ
う
か
く

や
言げ

ん

語ご

に

障し
ょ
う

が
い
の
あ
る
か
た
へ

６



市
の
国
際
関
連
施
策
の
指
針
を
定
め

た｢
秋
田
市
国
際
交
流
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

２
０
１
６(

素
案)｣(

４
月
ス
タ
ー
ト)

に

対
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
は
、
個
人
情
報
を
除
き
、
原
則
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

資
料
閲
覧
と
意
見
募
集
期
限u

２
月
29

日
(月)
ま
で
　

資
料
閲
覧
場
所u

企
画
調
整
課(
市
役
所

２
階
、
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も)

、
資

料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー(

市
役
所
１
階)

、
各

市
民
Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

、
ア
ル
ヴ
ェ
駅
東
Ｓ
Ｃ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

意
見
の
提
出
方
法u

資
料
閲
覧
場
所
に

あ
る
用
紙
に
意
見
と
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
回
収
箱
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０

秋
田
市
役
所
企
画
調
整
課

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
６)

２
２
７
８

Ｅ
メ
ー
ルro-plm

n@
city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
☎(

８
６
６)

２
０
３
３

市
内
の
児
童
館
な
ど
で
、
子
ど
も
た

ち
の
活
動
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
児

童
厚
生
員(

非
常
勤
嘱
託
職
員)

を
募
集

し
ま
す
。
面
接
試
験
は
３
月
７
日
(月)
。

勤
務
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
子
ど
も
育

成
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格u

保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許

が
あ
る
か
た

勤
務
時
間u

月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
、
１

日
４
時
間
半
ま
た
は
５
時
間

雇
用
期
間u

４
月
１
日
(金)
〜
来
年
３
月

31
日
(金)(

更
新
あ
り)

申
し
込
みu

履
歴
書
と
資
格
証
明
書
の

写
し
を
、
３
月
３
日
(木)(

必
着)

ま
で
子

ど
も
育
成
課
へ
。
郵
送
も
可
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０
秋
田
市
役
所
子

ど
も
育
成
課
☎(

８
２
６)

９
０
４
８

平
成
28
年
度
の
児
童
手
当
と
子
ど
も

福
祉
医
療
関
係
の
書
類
を
送
る
封
筒
に

掲
載
す
る
、
広
告
の
入
札
参
加
者
を
そ

れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
。

入
札
参
加
の
条
件
や
広
告
の
制
限

は
、
子
ど
も
総
務
課(

市
役
所
３
階)

へ

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
児
童
手
当
用
封
筒

印
刷
物
の
種
類
と
作
成
枚
数
▼

現
況
届

送
付
用
封
筒
２
万
２
千
枚
／
認
定
通
知

書
等
送
付
用
封
筒
２
万
枚

広
告
サ
イ
ズ
▼

70
㍉
×
170
㍉
以
内

②
子
ど
も
福
祉
医
療
用
封
筒

印
刷
物
の
種
類
と
作
成
枚
数
▼

福
祉
医

療
費
受
給
者
証
更
新
申
請
書
送
付
用
封

筒
２
万
枚
／
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
送

付
用
封
筒
の
年
次
更
新
時
用
が
１
万
８

千
枚
、
月
次
更
新
時
用
が
２
千
枚

広
告
サ
イ
ズ
▼

78
㍉
×
170
㍉
以
内

■
入
札
　
参
加
希
望
の
か
た
は
、
子
ど

も
総
務
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
書
を
入
手
し
、
２
月
19
日
(金)
か

ら
３
月
11
日
(金)
ま
で
、
必
要
書
類
を
添

え
て
同
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

３
月
17
日
(木)
。
①
は
午
前
10
時

〜
、
②
は
午
前
10
時
30
分
〜

会
場
▼

市
役
所
職
員
研
修
棟
２
階

●
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
総
務
課

①
は
☎(

８
６
６)

２
０
７
２

②
は
☎(

８
６
６)

８
８
４
６
　

国
民
健
康
保
険
税
の
休
日
納
付･

納

税
相
談
窓
口
を
、
２
月
20
日
(土)･

21
日

(日)
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
、
国
保
年
金
課(

議
場
棟
１
階)

に
開

設
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
課
収
納
推

進
室
☎(

８
６
６)

２
１
８
９

児じ

童ど
う

厚こ
う

生せ
い

員い
ん

を

募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
◆

ご
意い

見け
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

児じ

童ど
う

手て

当あ
て

な
ど
の
書し

ょ

類る
い

を

送お
く

る
封ふ

う

筒と
う

の
広こ

う

告こ
く

を
募ぼ

集し
ゅ
う

２
月
20
日
(土)･

21
日
(日)
、

国こ
く

保ほ

税ぜ
い

の
休き

ゅ
う

日じ
つ

窓ま
ど

口ぐ
ち

を
開
設

か
い
せ
つ

広報あきた　平成28年２月19日号７

■申請されたかたへ個人番号カードを交付します
マイナンバーの個人番号カードの交付通知書(はが

き)が届いたかたは、通知書に記載されている交付場所

へ必要書類をお持ちになって、カードを受け取りに来

てください。

カードを交付する窓口の受付時間(祝日、第三土曜日と
翌日曜日を除く)　平日▶午前８時30分～午後６時30分
(駅東SCは午前９時～)　土･日曜▶午前８時30分～午後
４時30分(駅東SCは午前９時～)

通知カード･個人番号カードについては市民課

☎(866)2018、マイナンバー制度については
番号制度導入推進室☎(866)6653

問い
合わせ

配達できなかった通知カード(マイナンバ

ーが記載)を再発送していますが、それでも受け取られ

なかった場合、３月末まで市民課で保管します。まだ

届いていないかたは、お問い合わせください。

３月末の保管期限が過ぎたカードは廃棄します。廃

棄後に通知カードが必要となった場合は、再発行手数

料(500円)がかかりますので、ご注意ください。

配達できずに返戻された
通知カードの受け取りはお早めに

マイナンバー

＊平日午後５時15分以降と土･日曜(駅東SCを除く)は、個人番号

カード交付以外の事務は行っていませんのでご注意ください。



市役所からの
お知らせ

２

●文中｢SC｣はサービスセンターの略です。

＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田市
ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

①
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
▼

身
体･

知
的･

精
神
に
、
中
程
度

以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
在

宅
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
か
た

支
給
額(
月
額)
▼

１
級(

重
度)

は
５
万
１

千
100
円
、
２
級(
中
度)

は
３
万
４
千
30
円

②
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
▼

20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

の
お
お
む
ね
１
級
か
療
育
手
帳
の
お
お

む
ね
Ａ
程
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
お
子
さ
ん

支
給
額(

月
額)

▼

１
万
４
千
480
円

③
特
別
障
害
者
手
当

対
象
▼

20
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳

の
お
お
む
ね
１･

２
級
程
度
の
障
が
い

が
重
複
も
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の
疾
病

障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅

の
か
た

支
給
額(

月
額)

▼

２
万
６
千
620
円

＊
各
手
当
は
、
認
定
基
準
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
支
給
決
定
し
ま
す(

所
得
制

限
あ
り)

。
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳

や
療
育
手
帳
を
お
持
ち
で
な
く
て

も
、
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
か
た

(

施
設
入
所
者
は
除
く)

は
対
象
と
な

り
ま
す
。

■
住
所
変
更
な
ど
は
届
け
出
を

受
給
し
て
い
る
か
た
の
住
所
が
変
わ

る
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
③
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る

か
た
が
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
へ
入

所
し
た
り
、
病
院
や
老
人
保
健
施
設
な

ど
へ
継
続
し
て
３
か
月
以
上
入
院
し
た

場
合
は
、
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
ま
ま
受
給
し
て
い
る
と
、
支

給
し
た
手
当
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
返
還
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課
企
画

管
理
担
当
☎(

８
６
６)

２
０
９
３

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
児
童
扶
養
手
当

対
象
▼

18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
や
中
程

度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の

お
子
さ
ん
が
い
る
母
子
家
庭
の
母
、
父

子
家
庭
の
父
、
ま
た
は
そ
の
お
子
さ
ん

を
養
育
し
て
い
る
か
た

支
給
月
額
▼

お
子
さ
ん
が
１
人
の
と
き

は
４
万
２
千
円
、
お
子
さ
ん
が
２
人
の

と
き
は
４
万
７
千
円
、
お
子
さ
ん
が
３

人
以
上
い
る
と
き
は
４
万
７
千
円
に
３

人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
３

千
円
を
加
算

＊
申
請
者
や
同
居
し
て
い
る
扶
養
義
務

者(

申
請
者
の
父
母
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
な
ど)

の
所
得
が
一
定
額
以

上
あ
る
と
き
は
、
手
当
の
一
部
ま
た

は
全
部
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

＊
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
て
、

そ
の
月
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り

低
い
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
を
支
給

し
ま
す
。

■
婚
姻
や
年
金
を
受
給
し
た
場
合
な
ど

は
届
け
出
を

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か

た
が
婚
姻
し
た
場
合(

事
実
上
の
婚
姻

関
係
、
内
縁･

同
居
を
含
む)

は
、
受
給

資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
公
的

年
金
な
ど
を
受
給
し
た
場
合
は
手
当
額

の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
速
や
か
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

支
給
し
た
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
総
務
課

☎(

８
６
６)

８
９
５
７

進
学
な
ど
に
よ
る
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
大
学
な
ど
に
入
学
す
る

際
に
必
要
な
生
活
準
備
費
用
、
入
学
時

等
納
付
金
費
用
ま
た
は
授
業
料
な
ど
に

充
て
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

学
生
１
人
に
つ
き
最
大
10
万
円
ま

で
。
詳
し
く
は
、
福
祉
総
務
課
生
活
支

援
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

条
件(

す
べ
て
満
た
す
か
た)

①
秋
田
市
に
在
住
し
て
い
る(

住
民
登

録
し
て
３
か
月
以
上)

②
本
人
ま
た
は
お
子
さ
ん
が
、
大
学･

短
大･
専
門
学
校
に
入
学
予
定
か
在

学
し
て
い
る

③
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
福
祉

資
金
就
学
支
度
費
か
母
子
父
子
寡
婦

福
祉
資
金
貸
付
金
就
学
支
度
資
金
を

借
り
て
い
る
。
た
だ
し
、
母
子
父
子

寡
婦
福
祉
資
金
を
借
り
て
い
る
か
た

は
、
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
、
総
合

課
税
の
対
象
と
な
る
所
得
の
合
計
が

400
万
円
以
下(

事
業
所
得
の
場
合
、

300
万
円
以
下)

④
秋
田
市
修
学
一
時
資
金
緊
急
利
子
補

給
金
交
付
要
綱
に
基
づ
く
利
子
補
給

金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
総
務
課
☎(

８
６
６)

６
６
４
６

過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
か
た
に
は
、
国
か
ら
補
償
金

(

和
解
一
時
金)

が
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
既
に
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
も
対
象

で
す
。
補
償
金
の
申
請
期
限
は
３
月
31

日
(木)
。
対
象
と
な
る
か
た
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
次
の
相

談
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

▼(

公
財)

沖
縄
県
ゆ
う
な
協
会

☎
０
９
８(

８
３
２)

９
５
２
８

▼
法
律
事
務
所

☎
０
９
８(

９
３
８)

４
３
８
１

▼
厚
生
労
働
省(

難
病
対
策
課)

☎
０
３(

５
２
５
３)

１
１
１
１

●
問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
課
☎(

８
８
３)

１
１
８
０

ハ
ン
セ
ン
病び

ょ
う

の
補ほ

償し
ょ
う

金き
ん

の

申し
ん

請せ
い

は
３
月
31
日
(木)
ま
で

各
種

か
く
し
ゅ

手て

当あ
て

の
届と

ど
け

け
出で

は

お
忘わ

す

れ
な
く

修し
ゅ
う

学が
く

一い
ち

時じ

資し

金き
ん

緊き
ん

急き
ゅ
う

給き
ゅ
う

付ふ

金き
ん

を
ご
活か

つ

用よ
う

く
だ
さ
い

８



食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
も

な
症
状
は
、
じ
ん
ま
し
ん
、

湿
疹
、
下
痢
、
お
う
吐
、
腹

痛
、
せ
き
、
呼
吸
困
難
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
原
因
食
品
を
食
べ
て

数
分
か
ら
30
分
以
内
に
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

(

全
身
発
赤
、
呼
吸
困
難
、
血

圧
低
下
、
意
識
消
失
な
ど)

が
起
こ
り
、
重
篤
な
症
状
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
防
ぐ
に
は
、
原

因
と
な
る
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を
口
に
入

れ
な
い
こ
と
が
基
本
で
す
。
さ
ら
に
、

次
の
点
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

食
品
表
示
の
確
認
を
！

加
工
食
品
で
は
商
品
名
や
外
観
だ
け

で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を
含
ん
で
い

る
か
分
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

卵
、
乳
、
小
麦
、
え
び
、
か
に
、
そ
ば
、

落
花
生
が
微
量
で
も
含
ま
れ
る
と
き

は
、
必
ず
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
記
載
例
は
上
記
。

不
安
な
と
き
は
お
問
い
合
わ
せ
を

表
示
義
務
の
な
い
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
品
を
製
造
す

る
際
に
原
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

な
く
て
も
、
同
じ
工
場
内
で
製
造
す
る

ラ
イ
ン
や
器
具
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
が
混
入
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

不
安
な
と
き
は
、
商
品
に
記
載
さ
れ

て
い
る
製
造
所
や
、
お
客
様
相
談
室
な

ど
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
検
査
課
☎(

８
８
３)

１
１
８
１

平
成
28
年
度
分(

平
成
27
年
１
月
〜

12
月
の
所
得
に
か
か
る
も
の)

の
市･

県

民
税
の
申
告
を
、
３
月
15
日
(火)
ま
で
市

内
各
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
昨
年

と
会
場
が
異
な
る
地
域
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
広
報
あ
き
た
２
月
５
日

号
４･

５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
役
所
北
側
の
職
員
研
修
棟
２
階
の

申
告
会
場
は
、
全
地
区
ど
な
た
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
受
け
付
け
は
、
平
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
。
階
段
の
利
用

が
難
し
い
か
た
は
、
市
役
所
１
階
の
市

民
税
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
税
課

☎(

８
６
６)

２
０
５
５

食し
ょ
く

物も
つ

ア
レ
ル
ギ
ー

を
防ふ

せ

ぐ
た
め
、食し

ょ
く

品ひ
ん

表ひ
ょ
う

示じ

の
確か

く

認に
ん

を

＊原材料名･添加物欄の最後に｢一部に○○を含む｣のよう
に、アレルギー物質をまとめて表示する場合があります。

名　称 マカロニサラダ

原材料名
マカロニ(小麦･乳成分を含む)、きゅうり、
人参、玉ねぎ、マヨネーズ(卵を含む)、ハ
ム、香辛料、食塩、砂糖、食酢

添加物
調味料(アミノ酸等)、酸化防止剤(V.C)、
コチニール色素、カゼインNa(乳由来)、増
粘多糖類、発色剤(亜硝酸Na)、リン酸Na

①正規雇用転換で正規雇用者になった日に

おいて35歳未満

②正規雇用転換で正規雇用者になった日に

おいて、市内に住所があり、継続して市

内に居住している

③対象事業主に６か月以上非正規雇用者

(派遣労働者を含む)として雇用された

後、平成28年４月１日から31年３月31

日までに正規雇用転換により正規雇用者

として雇用された

④正規雇用される条件で雇用されていない

＊次のいずれかに該当する場合は除きます。

▶風俗営業など ▶暴力団･暴力団員と密接な関係
がある ▶国、地方公共団体、独立行政法人およ
び特定地方独立行政法人 ▶その他市長が適当で
ないと認めたもの

①市内に事業所がある法人　

②市税に滞納がない

③正規雇用者を労働保険(労災･雇用)、社会

保険(健保･厚生年金)の被保険者として

いる

④正規雇用転換を行った事業所において、

当該正規雇用転換を行った日の前日から

起算して６か月前の日までの間に、事業

主都合により正規雇用者を解雇したこと

がない

人口減少対策の一つとして、非正規雇用

の正社員化を促進し、若年者の地元定着を

めざすため、市では４月から｢アンダー35

正社員化促進事業｣をスタートします。

市内在住の35歳未満の非正規雇用者を

正社員に転換した市内事業主に対して、１

人につき年20万円を３年間助成します。

詳しくは、商工労働課へお問い合わせく

ださい。☎(866)2114

対象となる事業主(①～④すべてに該当)

対象となる労働者(①～④すべてに該当)

食
品
表
示
記
載
例

市し･

県け
ん

民み
ん

税ぜ
い

の
申し

ん

告こ
く

は

３
月
15
日
(火)
ま
で

ア
ン
ダ
ー
35
正
社
員
化
促
進
事
業

若
者
の

地
元
定
着
を！

１人につき

年20万円を
３年間助成

広報あきた　平成28年２月19日号９



寒
い
中
に
も
笑
顔
の
花
が

咲
き
ま
し
た
♪

教
え
て
ネ

地
域
の
話
題

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
に
、
高
齢
者

や
地
元
の
か
た
が
散
歩
の
つ
い
で
に
立

ち
寄
れ
て
交
流
で
き
る
場
所
を
め
ざ
し

て
企
画
し
ま
し
た
。
み
ん
な
の
心
か
ら

の
笑
顔
を
見
て
一
安
心
。
次
は
も
っ
と

気
軽
に
入
り
や
す
い
雰
囲
気
を
出
し

て
、お
客
さ
ん
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。

■〝
あ
っ
た
か
ち
ゃ
ぷ
〞で
ほ
っ
と
一
息

１
月
24
日
、
新
屋
の
渡
邊
幸
四
郎
邸

で
、
温
か
い
飲
み
物
を
飲
ん
で
、
み
ん
な

で
交
流
し
よ
う
と
い
う
企
画｢

あ
っ
た

か
ち
ゃ
ぷ｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
サ

ー
ク
ル｢

あ
ら
や
ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
美
術

大
学｣

に
よ
る
催
し
で
、
新
屋
の
湧
き

水
を
使
っ
た
お
茶
や
く
ず
湯
、
そ
れ
に

昔
の
遊
び
道
具
を
用
意
し

て
も
て
な
し
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
み
な
さ

ん
は
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り

と
美
味
し
い
飲
み
物
で
、

〝
ほ
ん
わ
か
〞
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
会･

自
治
会
は
、
住
民

が
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
自
ら
の
意
志
で
組
織
す

る
団
体
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く

れ
ま
す
。

最
近
は
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
な
ど
に
よ
り
、
町
内

会･

自
治
会
へ
の
加
入
率
の
低

下
や
役
員
の
担
い
手
不
足
な
ど

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
団
体
が

増
え
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
と

の
親
睦･

交
流
を
深
め
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
ぜ
ひ

町
内
会･

自
治
会
へ
ご
加
入
く

だ
さ
い
。

新
た
に
町
内
会･

自
治
会
へ

加
入
す
る
場
合
は
、
ご
近
所
の

か
た
や
各
会
の
役
員
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
連
絡
先
が
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
生
活
総
務
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎(

８
６
６)

２
０
３
６

町内会･自治会に関
するリーフレット
を、市ホームページ
に掲載しています！

内記深幸さん…

あらやちゃぷちゃぷ
美術大学メンバー

と言 コロ コロひ

地
域
を
支
え
る
町
内
会

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

所
野
学
院
で
、
１
月
21
日
に
中

学･

高
校
合
同
の
百
人
一
首
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
和
歌
に
親
し
む
こ
と
や
、
生
徒
が

学
年
に
関
係
な
く
同
じ
競
技
で
競
う

機
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
14

年
か
ら
、
恒
例
の
校
内
行
事
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

静
け
さ
と
張
り
詰
め
る

緊
張
の
中
で
の
熱
戦
！

中
高
生
百
人
一
首
大
会

御

競
技
は
、
各
ク
ラ
ス
の
代
表
５
人
が

対
戦
す
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の
チ

ー
ム
戦
。〝
五･
七･
五･

七･

七
〞
の
下

の
句
〝
七･

七
〞
が
書
か
れ
た
取
札

と
り
ふ
だ

の

和
歌
を
覚
え
る
記
憶
力
だ
け
で
な

く
、
反
応
す
る
瞬
発
力
、
そ
し
て
冷
静

な
判
断
力
が
勝
敗
を
左
右
し
ま
す
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
放
課
後
に
練
習

を
し
て
臨
ん
だ
生
徒
た
ち
の
顔
は
真

剣
そ
の
も
の
。
同
級
生
か
ら
の
熱
い

応
援
を
背
に
、
高
校
生
に
勝
利
し
、
上

位
に
勝
ち
進
む
中
学
生
チ
ー
ム
も
！

広
い
体
育
館
に
は
、
和
歌
が
読
み
あ
げ

ら
れ
る
た
び
に
、｢

ハ
イ
ッ
！｣

と
勢
い

よ
く
札
を
取
る
、
生
徒
た
ち
の
元
気
な

声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

体育館に中･高全校生徒が一堂に会し

熱戦が繰り広げられました

ハ
イ
ッ
！

｢秋の田の～｣｢ハイッ！｣。２㍍四方の熱き戦い！
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広報
クイズ
広報クイズは、毎月第３金曜日発

行号に掲載しています。正解したか
たの中から抽選で10人に図書カー
ド1,000円分を差し上げます。
広報あきたや市政テレビ番組の感

想などを添えて、ご応募ください。

Ｑ１
お早めに！ 市･県民税の申告
は３月何日まで？

Ｑ２
震災の早期復興を願う東北
六魂祭。今年の開催市は？

＊答えは広報あきた２月５日号･19日号

の記事中から探してね♪

応募方法

はがき、FAX、Eメールに、｢広報ク
イズ｣と明記し、答えと住所、氏名
(ふりがな)、年齢、電話番号を書い
て、２月26日(金)(必着)まで、
〒010-8560秋田市役所広報広聴課
FAX(866)2287
Eメール ro-plpb@city.akita.akita.jp

＊採用された際、氏名の掲載を希望しな

いかたは、ペンネームも忘れずにお書

き添えください。

１月15日号の当選者(敬称略)

前回のクイズの答え
Q１＝５月６日 Q２＝カフェ
当選者uかもしか３号(山王)、鈴木忠晴(雄

和)、チョコリン(寺内)、とだっチ(広面)、

ともちん(新屋)、ニャンコ(飯島)、パール

(牛島)、はるいちばん(東通)､目黒満晴(外

旭川)、Ｙ,Ｋ.(手形)

●
少
し
前
ま
で
何
も
な
い
更
地
だ
っ
た

場
所
に
、
新
庁
舎
が
こ
の
春
に
完
成

す
る
と
の
こ
と
で
、
と
て
も
楽
し
み

で
す
！
材
料
に
秋
田
杉
を
積
極
的

に
使
っ
て
い
る
そ
う
な
の
で
、
新
庁

舎
は
杉
の
良
い
香
り
が
し
そ
う
で
す

ね
。
今
か
ら
完
成
が
待
ち
遠
し
い
で

す(

ロ
マ
ン
ス
　
36
歳･

大
町)

●
二
度
目
の
新
庁
舎
見
学
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
現
庁
舎
の
時
は

小
学
６
年
生
、
今
度
の
新
庁
舎
は
還

暦
を
過
ぎ
て
と
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い

が
よ
ぎ
り
ま
す

(

け
い
子

63
歳･

土
崎
港)

●
市
役
所
新
庁
舎
の
完
成
が
楽
し
み
で

す
！
市
民
が
利
用
で
き
る
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
み
ま
す

(

す
み
れ

29
歳･

将
軍
野)

●(

広
報
あ
き
た
１
月
15
日
号
の)

だ
ま

こ
を
作
っ
た
り
食
べ
た
り
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
写
真
、
ど
れ
も
と

っ
て
も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
!!

(

ゆ
き
大
福

37
歳･

桜
台)

●
友
人
が
婚
活
中
な
の
で
、｢

シ
ン
グ

ル
ズ
カ
フ
ェ
秋
田｣

の
よ
う
な
記
事

を
今
後
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
！(

チ
ュ
ー
イ
　
33
歳･

千
秋)

●(
シ
ン
グ
ル
ズ
カ
フ
ェ
秋
田
で)

市
が

出
会
い
を
演
出
す
る
こ
と
は
良
い

こ
と
で
す
ね
。
20
〜
30
歳
代
の
独

身
の
み
な
さ
ん
に
、
良
い
出
会
い
が

あ
り
ま
す
よ
う
に

(

松
渕
義
行
さ
ん

51
歳･

新
屋)

●
広
報
が
届
く
の
を
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
宮
城
か
ら
越
し

て
き
た
私
に
は｢

市
役
所
か
ら
の
お

知
ら
せ｣

も｢

市
民
通
信｣

も
、
ど
れ

も
欠
か
せ
な
い
大
切
な
情
報
源
で

す(

佐
藤
美
恵
さ
ん

31
歳･

濁
川)

●
今
年
は
う
る
う
年
。
２
月
29
日
に

誕
生
し
た
娘
は
、
６
回
目
の
誕
生
日

を
迎
え
ま
す
。
４
年
に
１
度
の
誕

生
日
、
そ
れ
が
ま
た
功
を
奏
す
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
２
月
29
日

が
予
定
日
の
お
母
さ
ん
、
楽
し
い
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
よ   

(

四
姉
妹
の
母

58
歳･

御
所
野)

ち
ょ
っ
と
一
息

読
者
の
伝
言
板

待ち遠しい春はすぐそこです！ 春から

の新生活スタートに向け、そろそろ準備を

始めるかたもいるのでは？ 広報広聴課で

も新年度のTV番組市民リポーターを募集

しています(２㌻参照)。新しい事にチャ

レンジ！ ご応募お待ちしてます(みどり)

担
当
か
ら

〝
現
庁
舎
と
一
緒
〞
シ
リ
ー
ズ

＊応募総数213件の内、正解は212件。

No.282

議
場
に
て

ご希望のかたに｢声の広報(CD)｣を郵送します
視覚障がい者で希望するかたに、広報あきたを朗読し録

音した｢声の広報(CD)｣を、月２回無料で郵送します。詳し

くは広報広聴課へ。☎(866)2034･FAX(866)2287
なお、視覚障害２級以上で学齢児(おおむね小学生)以上

のかたを対象に、視覚障がい者用CD再生機を

１割負担(非課税世帯は無料)で購入できる制

度もあります。制度について、詳しくは障が

い福祉課へ。☎(866)2093･FAX(863)6362
CD再生機

広報あきた　平成28年２月19日号11



一
般
会
計
は
、
福
祉
や
都
市
基
盤
の
整
備
、
教
育

な
ど
、
市
の
一
般
的
な
事
業
に
使
わ
れ
る
経
費
で

す
。
平
成
26
年
度
は
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
25
億
９
千
563
万
円
か
ら
、
平
成
27
年
度
に
繰
り
越

し
た
事
業
の
財
源
と
な
っ
た
６
億
９
千
910
万
円
を

除
い
た
、
18
億
９
千
653
万
円(

前
年
度
比
27･

６
％

増)

の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
企
業
収
益
の
改
善
に
よ
る
法
人
市
民

税
の
増
加
で
、
市
税
が
１
億
２
千
244
万
円
増
え
ま
し

た
。
ま
た
、
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
の
実
施
に

よ
る
補
助
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
国
庫
支
出
金
が

13
億
６
千
847
万
円
増
え
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
新
庁
舎
の
建
設
事
業
が
本
格
化
し
た

こ
と
に
よ
り
、
総
務
費
が
14
億
４
千
813
万
円
増
え

ま
し
た
。
ま
た
、
冬
期
間
の
降
雪
量
が
少
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
除
排
雪
関
係
経
費
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
土
木
費
が
10
億
８
千
640
万
円
減
り
ま
し
た
。
　

市税 438億2,657万5千円(34.3%)

歳入u1,276億7,586万9千円

1億2,243万7千円

項 目 決算額(構成比) 対前年度増減額

地方交付税 231億5,711万4千円(18.1%) 14億4,403万8千円

国庫支出金 194億5,215万6千円(15.2%) 13億6,847万2千円

市債 145億 480万 円(11.4%) 40億2,730万     円

諸収入 66億7,378万7千円(5.2%) 1億1,386万3千円

県支出金 71億6,288万 円(5.6%) 9億3,732万6千円

地方譲与税･交付金 55億9,409万8千円(4.5%) 5億6,008万2千円

その他(繰入金、使用料など) 73億 445万9千円(5.7%) 28億6,036万 千円

一般会計決算額と歳入･歳出の内訳

平
成
26
年
度
秋
田
市
決
算

(前年度比 25億9,735万6千円増)

歳出u1,250億8,024万4千円 (前年度比 18億1,024万9千円増)

△

△

△

民生費 439億7,100万2千円(35.2%) 13億6,053万　  円

項 目 決算額(構成比) 対前年度増減額

総務費 178億4,811万3千円(14.3%) 14億4,812万6千円

土木費 142億9,871万4千円(11.4%) 10億8,639万7千円

公債費 151億4,077万8千円(12.1%) 2億1,707万3千円

教育費 104億9,724万9千円(8.4%) 12億4,428万2千円

衛生費 87億7,022万3千円(7.0%) 5億2,440万9千円

その他(災害復旧、消防など) 145億5,416万5千円(11.6%) 10億2,493万6千円

△

△

△

【目的別】

扶助費 293億5,528万2千円(23.5%) 15億8,781万9千円

項 目 決算額(構成比) 対前年度増減額

人件費 222億4,877万6千円(17.8%) 4億1,494万4千円

物件費･維持補修費 150億9,603万1千円(12.1%) 5億4,901万7千円

公債費 151億4,077万8千円(12.1%) 2億1,707万3千円

補助費等 137億8,923万3千円(11.0%) 4億7,970万1千円

投資的経費 141億9,296万5千円(11.3%) 65億4,177万8千円

その他(貸付金など) 74億6,303万4千円(6.0%) 55億2,297万4千円

△

△

△

【性質別】

△

繰出金 77億9,414万5千円(6.2%) 9,504万1千円△

一
般
会
計
は
約
19
億
円
の
黒
字

財政課☎(866)2052

指標で見る秋田市の財政

自治体の財政の健全性を示す指標

に、秋田市の平成26年度決算を

照らしてみました(赤字の数値)。

財政力指数u0.630(前年度0.620)
数値が｢１｣に近いほど財政力が強

く、｢１｣を超えると財政的に余裕

があるといえます。

効
果
的･

効
率
的
な

財
政
運
営
に
努
め
ま
し
た

経常収支比率u91.4％(前年度89％)
財政構造の弾力性を判断する指

標。80％を超えると、硬直化(ゆと

りがない)傾向にあるといえます。

実質公債費比率u11.8％(前年度12.4％)
公債費に充当された一般財源の額

が標準財政規模(一般財源の標準

規模)に占める割合。国が示す基

準値(18％)を超えると、市債の発

行が制限されます。

秋田市の決算資料は、財政
課ホームページでもご覧い
ただけます。
http://www.city.akita.

akita.jp/city/fn/mn/

問

12
＊項目を合算して掲載しているため、一部構成比が一致しない場合があります。



4億7,549万1千円

特
別
会
計
は
、
介
護
保
険
や
国
民
健
康
保
険
な
ど

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
そ
の
収
入
を
支
出
に
充

て
る
た
め
一
般
会
計
と
区
別
し
て
い
る
会
計
で
す
。

全
体
で
は
、
平
成
26
年
度
の
歳
入
決
算
額
か
ら
歳

出
決
算
額
を
差
し
引
い
た
９
億
４
千
218
万
円
か

ら
、
市
有
林
会
計
で
平
成
27
年
度
に
繰
り
越
し
た
事

業
の
財
源
と
な
っ
た
169
万
円
を
除
い
た
、
９
億
４
千

49
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

土地区画整理会計 12億7,573万3千円

特別会計

市有林会計(※) 1億4,376万6千円
市営墓地会計 6,162万9千円
中央卸売市場会計 1億 124万7千円

公設地方卸売市場会計 3億3,683万6千円
大森山動物園会計

17億 533万9千円

廃棄物発電会計 4億1,335万1千円

694億6,092万4千円

歳入決算額 歳出決算額

685億1,874万　円

病院事業債管理会計

後期高齢者医療事業会計

介護保険事業会計

母子寡婦福祉資金貸付事業会計

国民健康保険事業会計 335億9,549万5千円

32億2,706万8千円

1億2,369万1千円

280億 127万8千円

4億7,549万 円

11億7,326万1千円

1億2,581万8千円

5,765万4千円

9,357万2千円
3億2,629万8千円

17億 533万9千円

4億1,335万 円

335億9,200万2千円

31億9,566万8千円

1,870万2千円

273億4,158万6千円

※市有林会計は、27年度への繰り越し財源が1,694千円。

■
土
地
区
画
整
理
会
計
　
秋
田
駅
東
地
区
な

ど
の
整
備
　

■
市
有
林
会
計

市
有
林(

約
２
千
ヘ
ク
タ
ー

ル)

の
管
理

■
市
営
墓
地
会
計
　
平
和
公
園･

南
西･

河
辺･

北
部
の
各
墓
地
を
管
理
　

■
廃
棄
物
発
電
会
計
　
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー

の
廃
棄
物
発
電
で
生
じ
た
余
剰
電
力
を
、

電
気
事
業
者
へ
売
却
　

■
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
　
国
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特別会計決算

特別会計のおもな内容

■一般会計の｢民生費｣は、おも

に福祉関係の手当や補助、保

育所の運営などの経費です。

｢総務費｣には新庁舎建設、東

部市民サービスセンター整備

費などが含まれます。｢土木費｣は都市計画、道路や橋の新

設･修繕、除排雪、公園の維持管理などです。

■｢市債｣とは、学校や道路などを整備するために国や金融機

関などから借りるお金のことです。平成26年度末の市債残

高(特別会計含む)は約１千462億円で、前年度から約45億

円増加しました。　

■秋田市では｢一般会計｣｢特別会計｣のほかに｢企業会計｣があ

ります。企業会計は、上下水道局の水道･下水道･農業集落

排水事業です。上下水道局の決算は、昨年の広報あきた12

月４日号に掲載しています。

財
政
メ
モ

特
別
会
計
は
約
９
億
円
の
黒
字

東部市民サービスセンター

市では、平成27年３月に策

定した｢秋田市一般廃棄物処理

基本計画｣の中で、１人１日当

たりの家庭系ごみ排出量(資源

化物を除く)について、平成37

年度までの数値目標を480㌘

としました。

この480㌘は、上記排出量の

平成25年度実績である527㌘

の約10％削減をめざして設定

しています。ちなみに国は、

平成32年度までに500㌘にす

ることを目標としています。

これから迎える引っ越しシ

ーズンや夏場などは、例年、

家庭ごみが増加する傾向にあ

ります。〝人にも地球にもやさ

しいあきた〟の実現のため、

ごみ減量の新たな数値目標に

向け、引き続きみなさんのご

協力をお願いします。

平成26年度家庭ごみ

処理手数料の使い道

は次のページ

１人１日当たりの家庭系ごみ
排出量(資源化物を除く)の月
毎の数値を、今後、広報あきた
でお知らせします。減量の目
安をチェックしてね！

★表紙の数値は、平成27年４
月から平成28年１月までの

排出量累計から算出したも

ので、531㌘は、前年同月と

比べ９㌘減少しています。

環境都市推進課
☎(863)6632

問い
合わせ

広報あきた　平成28年２月19日号13



平
成
26
年
度
秋
田
市
決
算

左の歳入と歳出の差額5,820万9千円は、平成27年

度以降の家庭ごみ減量のための対策事業と、その他

の環境対策事業に活用します。

ごみ集積所の設置･修繕費の補助など…ごみ集積所の設置や修繕、被
かぶ

せネットなどの購入に係る経

費に対して、町内会などへ補助しました。集積所補助件数252件。 1,278万4千円

コンポスター購入費補助や生ごみ堆肥作り講座の開催…コンポスター購入補助125基。 193万3千円
集団回収への奨励金…資源化物回収を行う町内会や子ども会などへ交付しました。 1,503万3千円

資源化物の祝日収集…平成24年7月から開始。 624万2千円
ごみ減量の情報発信…ごみの分け方･出し方の手引き
を作成して全戸配布したほか、ごみ減量分別説明会や

キャンペーンなどを実施しました。
1,290万2千円

ごみ集積所のパトロールによる不適正排出の調査･指導など
…不適正排出などに対処するため、巡回パトロールと現場調査を行いました。

319万6千円

1,569万1千円不法投棄の防止…監視カメラの設置、パトロールなどを行いました。

家
庭
ご
み
減
量
の
た
め
の
対
策
事
業

ごみ処理手数料の収納管理に関する経費…手数料徴収事務委託など。 1,489万3千円
合　　計 8,267万4千円

住宅用太陽光発電システムの設置費を補助…補助件数187件。 1,845万3千円

1,073万4千円

スマートシティ情報統合管理基盤の運用…管理基盤によるシステムで市の施設445か所を管理し
ています。この内、センサーで常に電気などのエネルギー使用状況を監視している秋田公立美術大

学など５施設で、システム導入前の平成23年度に比べ、電気使用量を5.6％削減しました。
2,812万6千円

次世代エネルギーパーク運営経費…市内にある風力や太陽光発電、木質バイオマスなどの再生可
能エネルギー施設を一体的に見学できる仕組みを整備しました。

86万6千円

地域ESCO(エスコ)事業…平成24年度に照明や空調などの改修を行った秋田テルサなど、市有の４
施設で引き続き省エネルギー化を進め、導入前に比べて約18％のエネルギーを削減しました。

816万4千円

326万  　円
地球温暖化対策の推進…家庭の省エネや、ごみ減量などの実践状況を市へ報告してもらう｢ｅ-市民
認定システム｣やエコドライブ実技講習会などを実施し、温室効果ガス削減に取り組みました。

避難場所の標識へLED照明灯を設置 253万4千円

合　　計 1億   329万7千円

森林の環境保全整備…森林の生産性と二酸化炭素の吸収効果などを高めるため、間伐が必要な森林
の間伐費用の一部を補助しました。 277万1千円

森林整備地域活動への支援 427万5千円
小学校防犯灯のLED化 1,036万2千円
中学校防犯灯のLED化 697万     円
微小粒子状物質(PM2.5)の成分分析調査 678万2千円

スマートシティ･プロジェクト推進協議会の運営…スマートシティ･プロジェクトは、ITを活用し
たエネルギー利用効率の最適化や、再生可能エネルギーの利用促進などの各種事業を通じて、温

室効果ガス削減や環境関連産業の参画による地元経済の活性化などを図る取り組みです。

そ
の
他
の
環
境
対
策
事
業

家庭ごみ処理手数料収入(歳入)　   4億8,836万1千円
手数料を活用した事業など(歳出)　4億3,015万2千円

家
庭
ご
み

処
理
手
数
料
編

＊歳出は下記の事業費と基金積み立ての合計額。

より良い環境を次の世代へ

総合環境センターとメガソーラー

資源化物の集団回収

平成26年度　家庭ごみ処理手数料相当額を活用した事業

総合環境センターの溶融炉改修などに備えた積み立て 2億4,418万1千円基金の積み立て

ごみ減量のため、市民のみなさんには家庭ごみ処理手数料を負
担していただいており、全額をごみ収集運営費に充てています。
この歳入の相当額を、｢人にも地球にもやさしいあきた｣実現のための事業費に活用しています。
より良い環境を次世代に残すため、今後もご協力をお願いします。環境都市推進課☎(863)6632

ご
み
減
量
ア
ク
シ
ョ
ン
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対象u生後３か月～５か月のお子さん
と保護者　   日時u３月２日(水)10:30
～11:30　会場u東部市民SC(いーぱ
る)２階和室　先着u12組
申込u２月23日(火)9:00から東部子育
て交流ひろば☎(853)1082

ポケットティッシュケース作り。
対象u就学前の親子　   日時u３月８日
(火)10:00～11:00　会場u雄和市民
SC(ユービス) 先着u10組
申込u２月22日(月)9:00から雄和子育
て交流ひろば☎(886)5530

妊娠中の食事、軽体操、お口の衛生に
ついての講話、試食、個別相談など。
対象uおおむね妊娠35週までの妊婦
   日時u３月18日(金)10:00～12:00
会場u市保健センター(八橋)
申込u子ども健康課☎(883)1175

乳幼児の健康管理、家庭教育のあり
方などを学びます。
対象u勝平地区に住む就園前のお子さ
んと保護者　   日程u５月から12月ま
で、毎月第２か第４木曜日の10:00
～11:30　会場u勝平地区コミュニテ
ィセンターほか
申込u３月31日(木)まで西部市民SC

☎(826)9004

４月に小学校へ入学するお子さんは、
麻しん風しん定期予防接種第２期(無
料)を医療機関で受けましょう(すでに
接種を終えているお子さんは除く)。
対象u５歳以上７歳未満。平成27年度
の対象は、21年４月２日～22年４月
１日生まれのお子さん
持ち物u母子健康手帳、健康保険証
接種期限u３月31日(木)
問u健康管理課☎(883)1179

子ども未来センターでは、市内で活動

している育児サークルへ、遊具の貸し
出しや職員による遊びの提供･講演な
どを行っています。新たに平成28年
度から支援を希望するサークルは、
３月末日までご連絡ください。
問u子ども未来センター☎(887)5340

太字の( )内は対象年齢です。問い合
わせ先の◎は、各地区の主任児童委
員さんの印です。
■築山きりんクラブ(就学前)
２月26日(金)9:30～11:00、築山児
童セン   ターで。おひなさま作り。
問u◎岡田さん☎080-1846-7064
■すこやか広面(０～５歳)
３月１日(火)10:00～11:30、広面児
童館で。 保険料１家族50円。
問u◎山石さん☎(836)4868
■ほっぺの会(就園前)　３月１日(火)
9:45～11:30、仁井田児童館で。 
問u◎田近さん☎(839)5002
■すこやか広場あらやっこ(就園前)
３月４日(金)10:00～11:30、日新児童

館で。問u◎佐々木さん☎(828)1997
■しゃぼんだま広場(就学前)　
３月４日(金)10:00～11:30、四ツ小
屋児童センターで。 
問u◎伊藤さん☎(839)3891
■川尻ちびっこ広場(就園前)　３月８
日(火)･22日(火)、10:00～11:30、川
尻地区コミュニティセンターで。 
問u加賀屋さん☎(823)0561
■とんとんクラブ(就学前)　３月９日
(水)10:00～11:30、下北手児童セン
ターで。問u◎中村さん☎(835)8343
■おおすみキッズ(就学前)　３月10
日(木)10:00～12:00、大住児童館
で。問u◎小松さん☎(839)5189
■さくらっこクラブ(就園前) ３月11
日(金)10:00～12:00、桜児童センター
で。問u◎西川さん☎090-5235-3120
■NPO法人子育て･高齢者介護サポー
トばっけの会(生後２か月～１歳)　３
月１日(火)･15日(火)、10:30～11:30、
ひよっこサロン(南通)で。ベビーマッ
サージ。参加費1,000円。
申込u☎(834)4733
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育児コーナー！
＊料金の記載がないものは無料です。
＊申込方法がないものは直接会場へ。
＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。

＊スペースの都合などにより、「情報チャンネルa」に掲載依頼があったものすべて
を掲載できない場合があります。ご了承ください。広報あきた　平成28年２月19日号15



職人の技、伝統の技が光る市内の工芸品が一堂に会します。お

もな出品は、打刃物、陶芸、七宝、染織、刺
し

繍
しゅう

、オーガニックコッ

トンなど。入場無料。作品の販売や、漆芸、杢
も く

目
め

銅
が ね

、七宝、八橋人

形の絵付け体験も実施します(体験料各800円)。

問い合わせu観光物産課☎(866)2112

第38回

３月９日(水)u21日(月・祝)
10:00～18:00(最終入館17:30)
(21日は14:30まで)

秋田県立美術館１階県民ギャラリー

日本人は、古くから四季の移ろいを

季節ごとに咲く花々や行事で楽しんで

きました。本展では、季節ごとの植物

をはじめ、日本人が自然を愛
め

でる思い

の込められた作品の数々を、着色画を

中心とした｢描かれる四季｣、水墨画に

よる｢草木の品格｣、版画による｢季節

を楽しむ人々｣の３つのコーナーに分

けてご紹介します。

出展作品は、平福穂庵
す い あ ん

｢秋郊牧童｣、

福田豊四郎｢福田薬局｣など。ぜひお越

しください。

四
季
遊
記

に行こう！

美

館
術

観覧料

３月７日(月)u４月５日(火)
10:00～18:00(最終入館17:30)

-

絵
の
な
か
の
春
夏
秋
冬-

一般300円、大学生200円、
高校生以下無料

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

見どころスライドレクチャー…学芸員

が各作品の見どころを解説します。聴

講無料。①②とも直接、会場の美術館

３階講堂へどうぞ。

①水墨画ー草木の品格(四
し

君
く ん

子
し

と歳
さ い

寒三
かんのさん

友
ゆ う

)
３月13日(日)14:00～14:40
②版画ー四季を楽しむ人々
３月27日(日)14:00～14:40

＊展示替えのため、２月29日(月)から３月６

日(日)は臨時休館します(１階ロビーのみ、

平日の9:00～17:00に利用可)。

ギャラリートーク…学芸員による作品

解説。聴講には、コレクション展のチ

ケットが必要です。直接、会場の美術

館２階展示場へどうぞ。

３月12日(土)･26日(土)、14:00～

オープニングトークイベント｢年を重ねてもなお暮らしたいまち｣
u３月９日(水)18:30～20:00、アルヴェ２階多目的ホール
訪問看護師の秋山正子さんなどをゲストに迎えます。コーディ

ネーターは、㈱studio-L代表の山崎 亮さん。無料。先着200人。

申し込み…電話、FAX、Eメールのいずれかで、氏名、電話番号、
参加人数を長寿福祉課へ。☎(866)2095･FAX(866)8962
Eメール ro-wflg@city.akita.akita.jp

全国で地域づくりに取り組む｢studio-L｣と秋田市による、｢高

齢化｣をテーマにした展覧会。市内在住の人生の先輩たち(｢2240

歳｣はみなさんの合計年齢)の普段の生活を、写真やパネルなどで

紹介します。入場無料。家族やご近所のかた、自分自身に思いを

はせて、超高齢社会の今とこれからについて一緒に考えてみませ

んか。長寿福祉課☎(866)2095

会場

日時

2240歳スタイル
～時間を味方にする

人生の先輩たち～

復
活
！
八
橋
人
形

一度途絶えかけた伝統の｢八橋人形｣が、昨年、八橋人形伝

承の会のみなさん(上写真)の手によって復活しました！ 鮮

やかな色づけと、味わいある人形のたたずまいが魅力の八

橋人形を、工芸品まつりでぜひご覧ください。

日時

会場 千秋美術館☎(836)7860

３月２日(水)u６日(日)
10:00～17:00
(２日は11:00から、６日は16:00まで)

杢も
く

目め

銅が
ね

秋田市

木工

漆
芸

銀
線
細
工

工芸品まつり工芸品まつり

にぎわい交流館２階展示ホール

菅井梅関
ばいかん
｢梅｣1834年
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情報チャンネルa

チューブの器具｢モビリティーバン
ド｣を使った軽運動を行います。器
具はお貸しします。定員各15人。
日時u２月23日(火)、３月８日(火)･22
日(火)、13:30～14:45　会場u秋田
テルサ 参加費u各1,000円
申込u秋田テルサ☎(826)1800

フェイスタオルを持って、運動でき
る服装でお越しください。
日時u２月25日(木)、３月３日(木)･10
日(木)･17日(木)、10:00～11:30
会場u河辺総合福祉交流センター
問u秋田市視聴覚ライブラリー

☎(882)5535

②は申し込みが必要です。２月26日
(金)9:00からクアドーム ザ･ブーン
へ。☎(827)2301
①水泳･水中歩行(曜日･時間帯別)
実施日u３月１日(火)から18日(金)ま
での火･水･金曜　
受講料(入館料別)u１回560円、３月
のフリーコース3,080円　
②水泳･水中歩行(秋田駅からバス送
迎あり) 日時u３月４日(金)･11日(金)
･18日(金)、9:45～15:00　
受講料(入館料込)u各1,070円 

医師、看護師、精神保健福祉士によ
る、物忘れと認知症についての講演
と、タニタ食堂の食事(メニュー解説
あり)。先着各60人。
日時u３月９日(水)･23日(水)、16:00
～18:00　会場uあきたタニタ食堂
(中通)　食事代u各750円　
申込uあきたタニタ食堂☎(827)5125

肥満、高血圧、糖尿病などのかたの
食事の相談に栄養士が応じます。
日時u３月15日(火)9:30～16:30　
会場u市保健センター(八橋)
先着u５人
申込u２月22日(月)8:30から保健予
防課☎(883)1178

■｢耳の日｣市民公開講座 医師の講
演や人工内耳の体験談、無料相談
(先着20人)も。要約筆記と手話通訳
あり。託児は要申込(２月25日(木)ま
で)。日時u３月６日(日)13:00～

会場uカレッジプラザ(中通)
問u日本耳鼻咽喉科学会秋田県地方
部会(秋田県医師会内)
☎(833)7401･FAX(832)1356
■国際ロータリー地区大会･記念講演
｢いつまでも歩き続けるための対策～
ロコモティブシンドローム｣と題し、国
立障害者リハビリテーションセンタ
ーの中村耕三さんが講演します。
日時u３月６日(日)11:00～12:00
会場u県民会館大ホール
問u同大会事務局☎(827)5161
■講座｢100歳まで心身共に豊かに健
康を保つ｣ 鹿嶋医院院長の鹿嶋雄治
さんが、胃がんと大腸がんについて
話します。対象u60歳以上のかた
日時u３月６日(日)10:30～12:00
会場u八橋老人いこいの家 問u秋田
県走友会の進藤さん☎(823)3986
■秋田大学医学部附属病院･がんの
痛みの治療教室 ｢気持ちのつらさ｣
など、がんによる精神症状について
精神科医師が話します。
日時u３月８日(火)14:00～15:00
会場u同院内図書室 問u同院医事課
医療サービス室☎(884)6039

＊スペースの都合などにより、「情報チャンネルa」に掲載依頼があった
ものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。
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・料金の記載がないものは無料です
・申込方法がないものは直接会場へ
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ザ・ブーンの健康増進
けんこうぞうしん

教
きょう

室
しつ

モビバンいきいき体操
たいそう

■文中｢SC｣はサービスセンターの略です。

ABS こんにちは秋田市から

月･水曜日15:50～

水曜日22:54～

２/21(日)11:40～11:55u秋田市のジュニアアスリート

AAB いきいき秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
　
　
　

AKT こんばんは秋田市から

エフエム秋田  秋田市マンデー555
ABSラジオ  秋田市今週のいちネタ

毎週月曜日　17:55～

毎週火曜日　10:30～ ］

金曜日11:25～ 土曜日11:40～
日曜日11:55～

＊番組内容は、変更になる場合があります。
＊５分間テレビ番組は秋田ケーブルテレビでも放送しています。

２/19(金)

わがまち大好き秋田市長です(月１回)

u秋田市工芸品まつり
u市民リポーターを募集

２/24(水)

２/26(金)

３/２(水)
▼

ABS

▼

ラ
ジ
オ

放送日程は広報広聴課へ
☎(866)2034

エフエム椿台  午後スタ 毎週水曜日　14:00～

u介護の相談は｢地域包括支援センター｣へ

u秋田市プロモーションビデオコンテスト入賞作品

u市内全24校が参加 中学生サミット2015

u秋田市プロモーションビデオコンテスト入賞作品

演
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生活相談
せいかつそうだん

市
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＆タニタ食
しょく

堂
どう

健康
けんこう

カフェ

60歳以上のかたが対象です。会員同士で親睦を深め、社会、文
化、健康などを学びます。
日時u４月から毎月第２土曜日、13:00～15:00　会場u八橋老
人いこいの家　会費u入会金500円、年会費3,000円
定員u10人(抽選)　申込･問uはがきに住所、氏名(ふりがな)、性
別、生年月日、電話番号を書いて３月31日(木)まで、〒011-
0942 土崎港東二丁目11-６ 工藤政治さん☎(845)9558

秋田長生大学で学ぼう

広報あきた　平成28年２月19日号17



鶴岡市の｢産直あぐり｣を見学しま
す。定員25人(定員超は選考)。
日時u３月17日(木)8:20～17:30
集合u秋田駅東口バスターミナル
参加費u1,360円(昼食代など)　
申込u２月22日(月)8:30から農林総
務課☎(866)2115

東日本大震災復興支援チャリティ。
フラダンスやウクレレなどのステー
ジのほか、ハワイアングッズ･飲食ブ
ースなど。ハワイアントラディショ
ンバンド｢Mele

メ レ

Aloha
ア ロ ハ

Serenaders
セ レ ネ ー ダ ー ス

｣の
特別ステージも(16:40～17:40)。
500円以上の募金でお花を進呈(数量
限定)。27日(土)17:00～21:00は、
ウクレレとフラのワークショップも
(有料)。詳しくはお問い合わせを。
日時u２月28日(日)10:00～18:00
会場uアルヴェ１階きらめき広場
問u秋田日米協会☎(828)1161

■秋田県司法書士会の相続セミナ
ー･相談会 日時u２月27日(土)。セ
ミナーは13:00～14:30、相談会は
14:30～16:00(相談のみのかたは
13:00から受け付け) 会場u秋田テ
ルサ５階 問u同会☎(824)0187
■第24回女性会館フェア 生涯学習
講座受講者による学習成果の発表。
文化部門展示u３月３日(木)から５日
(土)まで、10:00～16:00(３日は
12:00～)、アトリオン２階で
ステージショーu３月５日(土)13:00
～15:30、アトリオン４階で
問u秋田県女性会館☎(836)7840
■春の安心リフォームフェア　ステ
ージイベント、かやきの屋台出店な
ど。日時 u３月５日(土)･６日(日)、
10:00～16:00　会場uアルヴェ１
階きらめき広場　問u協同組合安心
リフォーム協議会☎(865)1511

保守点検などにより休館します。
■平成28年度文化会館の臨時休館日
休館日u４月５日(火)、５月10日(火)･
24日(火)･25日(水)、６月７日(火)、７
月５日(火)、９月20日(火)、10月４日
(火)･５日(水)、11月22日(火)、12月
６日(火)、平成29年３月21日(火)
問u文化会館☎(865)1191
■サンパル秋田の臨時休館日
文化会館内のサンパル秋田(中央公民
館、勤労青少年ホーム、女性学習セ
ンター)が、次の日時に休館します。
休館日時u４月５日(火)17:00～21:00
問u中央公民館☎(824)5377、
勤労青少年ホーム☎(824)5378、
女性学習センター☎(824)7764
＊サンパル秋田の機能は、５月６日
(金)から市役所新庁舎に移ります。

保存期限が過ぎた雑誌(｢音楽の友｣、
｢世界｣｢特選街｣｢ブルータス｣｢文学界｣
など)を無料で差し上げます。本を入
れる袋を持って、直接各図書館へ。
ほくとライブラリー雄和図書館u３月
５日(土)10:00～12:00。１人５冊
まで。☎(886)2853
ほくとライブラリー明徳館河辺分館u

３月６日(日)10:00～12:00。１人
５冊まで。☎(881)1202
ほくとライブラリー明徳館u３月12日
(土)9:00～14:00。１人７冊まで。

☎(832)9220

■天使パパ･ママのお話し会 流産･
死産･新生児死亡を経験した両親が
思いを語り合う場です。助産師また

は助産師をめざす学生も参加できま
す。託児あり(要申込)。
日時u２月29日(月)10:30～12:00
会場uサンパル秋田(文化会館内)　
参加費u300円　申込uここはぐの小
田嶋さん☎070-1148-5589
■調停相談会 家庭内の問題、土地･
建物･金銭のもめごとなどの相談に
応じます。日時u３月11日(金)10:00
～15:00 会場･問u裁判所合同庁舎
内秋田調停協会(山王七丁目)

☎(824)3121(内線128)
■マンション管理･よろず相談会
日時u３月12日(土)13:30～15:30
会場uにぎわい交流館４階和室１
申込u３月10日(木)まで秋田県マンシ
ョン管理士会☎(868)1383
■まごころを持って秋田市の観光案
内をしてくれるボランティアを募集
します！　研修会(必須)u４月12日
(火)から15日(金)まで、8:30～17:00
に講習や千秋公園の現地研修など
定員u20人 申込uはがきに住所、氏
名、電話番号を書いて３月５日(土)
(必着)まで、〒010-0921大町二丁
目2-12 秋田観光コンベンション協
会内秋田市観光案内人の会

☎080-8201-1784
■防衛省採用試験 種目は、自衛隊
幹部候補生の一般と歯科･薬剤科。受
験資格など、詳しくはお問い合わせ
ください。受付期間u３月１日(火)～５
月６日(金) 試験日u５月14日(土)(一般
の内、飛行要員は15日(日)も) 問u自
衛隊秋田募集案内所☎(864)4929
■秋田大学医学部附属病院のボラン
ティアを募集 18歳以上の心身とも
に健康なかたが対象です。活動は１
週間に１回(8:30～13:00)程度、外
来受付の手伝い、患者さんの案内な
ど。申込締切は３月24日(木)。申込
方法など、詳しくはお問い合わせく
ださい。問u秋田大学医学部総務課
病院総務担当☎(884)6009(平日)

＊スペースの都合などにより、「情報チャンネルa」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。
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当日直接、市役所１階の市
民相談センターへどうぞ。
先着順(15:30で受付終了)

市民相談センター

市民相談センター

法　律

行政書士

年金・社会保険
司法書士

人権・困りごと

公証人・遺言

相談の種類 相談日時 申し込み相談場所

市民相談センター
行　政

２／23(火)8:30から、
市役所１階の市民相談セン
ターの窓口か電話でご予約
ください。☎(866)2039
＊「要予約」の相談利用は、同一年
度内に１人各１回までです。

３／９ (水)13:00～16:00

３／10(木)13:00～16:00

市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
の

無
料
相
談

３／３(木)･17(木)･24(木)、９:00～12:00

３／15(火) ９:00～12:00

３／11(金)13:00～16:00

３／８ (火)13:00～16:00
３／４ (金)13:00～16:00

要
予
約

定
員
各
６
人

予
約
不
要

定
員
各
６
人

西部市民SC(ウエスター)３／10(木) ９:00～12:00
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対象u東部地域のかた
日時u３月４日(金)9:00～12:00　
会場u東部市民SC(いーぱる)
材料費u1,200円　先着u10人　
申込u２月22日(月)8:30から東
部市民SC☎(853)1389

小学４年生以上のかたが対象です。
ガラスの皿に模様を彫ります。
日時(作業は１時間)u３月５日(土)①
9:30～、②11:00～、③13:00～、
④14:30～(①③は星形、②④はハー
ト形)　会場u自然科学学習館(アルヴ
ェ４階) 先着u各12人
申込u２月23日(火)16:00から自然科
学学習館☎(887)5330

時間は10:00～13:00。会場と申し
込みは秋田テルサへ。☎(826)1800
＊開催日(いずれも３月)、材料費、
定員の順で記載しています。

①バターロールと山型食パンu２日
(水)、2,160円、15人　②タケノコと
つくねの炊き合わせなどu４日(金)、
2,160円、20人　③米粉の巻きも
の、もち粉バウムクーヘン u９日
(水)、2,160円、20人　④紅白饅

まん

頭
じゅう

、
桜寒天 u10日(木)、2,160円、15人
⑤お手軽おもてなし料理(洋風)u11
日(金)、2,160円、20人　⑥男子厨房
に入る(チャーハンと餃子)u12日
(土)、1,000円、20人　⑦イチゴのシ
ョートケーキ２種u16日(水)、2,400
円、12人　⑧手軽に中華料理u23日
(水)、2,160円、15人　⑨早春お祝い
膳u30日(水)、2,400円、15人　

日時と内容u３月15日(火)･16日(水)、
13:30～15:00。15日は修復整備の
現場見学、16日は｢佐竹義和

よしま さ

と如斯
亭｣をテーマにした、元秋田市史近世
部会長の渡部紘一さんの講座。
会場u如斯亭庭園(15日)、明徳地区

コミュニティセンター(16日) 定員
u20人(両日受講できるかたを優先)
申込u２月22日(月)8:30から文化振
興室☎(866)2246

国際理解講座。講師は秋田大学副理
事の高橋康弘さん。秋大留学生と簡
単な調理をしながらの交流も。
日時u３月８日(火)11:00～13:00
会場uサンパル秋田(文化会館内)
材料費u250円　先着u20人　　
申込u２月22日(月)8:30から女性学
習センター☎(824)7764

今春退職されるかたなどが対象です。
年金、介護、相続などの資金計画に
ついての講話。先着50人。
日時u２月28日(日)10:00～11:30
会場･問uほくとライブラリー明徳館

☎(832)9220

16㍉映写機の基本操作の講義や実技
検定。講座修了者には操作認定証を
交付します。認定証を持つと、市視
聴覚ライブラリーの機材やフィルム
を無料で活用できます。先着15人。
日時u３月４日(金)13:30～16:30
会場u河辺総合福祉交流センター　
申込u２月23日(火)9:00から生涯学
習室☎(866)2245

応急手当や心肺蘇生法、異物除去、
搬送法などを学びます。先着20人。
日時u３月６日(日)9:15～18:15
会場u西部市民SC(ウエスター)
申込u２月20日(土)から秋田消防署

☎(823)4100

■自殺予防公開講座　講師は、川崎
市障害福祉部長の竹島 正さん。
日時u２月28日(日)13:00～15:00
会場u秋田県社会福祉会館10階(旭北)
問u秋田いのちの電話
☎(823)0021(12:00～18:00)

■男女共同参画社会づくり基礎講座
仕事と介護を両立していくための職
場環境などについての講演。

日時u３月５日(土)13:30～15:40　
会場uサンパル秋田(文化会館内)　
先着u40人 申込u秋田県中央男女共
同参画センター☎(836)7853
■子ども書道講座(初心者)　
対象u６歳～小学生 日時u３月13日
(日)10:00～11:30　会場u秋田テル
サ 参加費u1,000円　先着u12人
申込u２月20日(土)から秋田テルサ

☎(826)1800

｢城下近郊南部地域の村々の様子～
新田開発、下屋敷、大根など｣と題
し、元秋田県立図書館長の半田和彦
さんが講演します。
日時u３月５日(土)10:00～11:45
会場u南部公民館　先着u30人
申込u２月22日(月)9:00から南部公
民館☎(832)2457

北部地域のかたが対象です。三段以
上、二段･初段、級位の各クラスに
分かれて対戦します。先着50人。
日時u３月13日(日)9:00～　会場u北
部公民館　参加費u1,500円(昼食込)
申込u２月22日(月)9:00から北部公
民館☎(873)4839

講師は、地域資源を生かす小さなビ
ジネスに取り組む女性集団｢鶴岡ナ
リワイプロジェクト｣代表の井東敬
子さん。先着40人。無料託児あり。
対象u規模がそれほど大きくない〝プ
チ起業〟に興味のあるかた、創業間も
ないかた　日時u３月16日(水)10:00
～12:30
会場uにぎわい交流館４階研修室１　
申込u商工労働課☎(866)2429

農産物の加工や農家レストランに関
心のあるかたが対象です。山形県へ
バスで移動し、庄内町の６次産業化
拠点施設｢新産業創造館クラッセ｣や

情報チャンネルa
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・申込方法がないものは直接会場へ
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市役所新庁舎の〝柱〟とな
る、建設にあたっての５つの
基本コンセプトをシリーズで
紹介します。今回は３回目。
新庁舎建設室☎(866)8915

環境共生へ取り組む
地球にやさしい庁舎
｢環境立市あきた｣の実現に

向け、太陽光･地中熱の利用や
自然採光、通風など、自然の
エネルギーを積極的に活用し
ています。

フ
ラ
ス

情報

ま
も
な
く
！

シリーズ

５月６日(金)オープン！

新庁舎屋上には、太陽光発電設備(写真右上)を約72kw

設置しています。また、一年を通して温度が一定な地中

熱を利用するため、地下約100㍍まで配管(写真右下)を

埋め込み、夏は冷房、冬は暖房や融雪に活用します。

新庁舎では建物の屋根に降った雨水を
地下に貯めて、トイレの洗浄水として利
用します。これにより水道使用量を削減できるほ
か、災害が発生し万が一水道が使用できなくなった
場合でも、トイレが使えるよう配慮しています。

雨水をトイレの洗浄水に利用

太陽光と地中熱を利用

格子に秋田杉を使用

BEMS
ベ ム ス

によるエネルギーの最適化
BEMSは、建物の使用エネルギーや室内環境に関する情報を一元的に管理

し、省エネルギーに役立てるシステムのこと。新庁舎では、使用エネルギーを

リアルタイムで確認し、自動的に最も省エネルギーな運転制御を行います。

安心してください…

トップライトのガラスは、
厚さ約４㌢の複層ガラス。広
報あきた約50冊分の厚さが
ある、衝撃に強く安全性が高
いガラスです。ご安心を。

１階にある｢市民の座｣は、天井までの吹き

抜けです。庁舎中央にトップライト(天窓・左写真)を

設けることで、自然光を取り入れるとともに、温度差

を感知して自然開閉する窓で風の通りを確保します。

吹き抜けによる自然採光と通風

①
その

②
その
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